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昔、下土狩駅は三島駅だったってホント？

　「三島駅」としての開業当初、駅前には旅館や商人宿
などが並び、宿泊客も日に100人を超えるなど、湯治客や
行商人が行き交う伊豆の玄関口として栄えていました。
その後、昭和9年の丹那トンネル開通と同時に「下土狩
駅」と改称されました。
　現在では沼津方面への通勤、通学で賑わい、また、周
辺には県指定天然記念物「鮎壷の滝」や「コミュニティな
がいずみ」などの文化施設があります。

　開業は、御殿場線が東海道本線の一部だった
明治31年6月で、当時の駅名は「三島駅」。当駅ま
で延伸された豆相鉄道（現伊豆箱根鉄道駿豆線）
との乗換駅として賑わいました。
　昭和9年、下土狩駅に改称、12月には熱海～沼
津間の新線開業に伴い2代目三島駅が開業、駿
豆線は下土狩駅乗り入れを止め2代目三島駅に
起点を変更しました。これ以降、当駅は御殿場線
の中間駅となっています。

もう１つの三島駅？
クチコミ

その1

下土狩駅の歴史
ながいずみクチコミガイド❸

旧三島駅  昭和2年当時（現下土狩駅）※1

旧三島駅周辺  昭和3年当時（30周年記念祝賀会）

旧三島駅周辺  昭和3年当時（出店）

昭和35年頃の下土狩駅 ※2

東海道本線の一部だった頃の御殿場線（山北）※1

旧三島駅周辺  昭和3年当時（式典）

昭和38年頃の下土狩駅周辺

昭和43年最後のSL

昭和40年代の下土狩駅

ながいずみ観光交流協会（伊豆半島ジオパーク 長泉ビジターセンター）
〒411- 0943 静岡県駿東郡長泉町下土狩1283-11 コミュニティながいずみ2F  TEL.055-988-8780
■9:00～18:00（土・日・祝は17：00まで）■月曜定休

■お問い合わせ



　井上靖（1907～1991）の自伝的小説『しろばんば』の主人公・洪作少
年は、この旧三島駅から旅立ちました。現在の駅前には、平成20年除幕
の、井上靖生誕百年記念・洪作少年像があります。この像は町内在住の
彫刻家・堤直美氏、「はじまりは  出会いに  他ならない  井上靖」の碑文
は書家・岩永司明氏によるものです。
　長泉町駿河平にある井上靖文学館では、井上靖が伊豆で過ごした幼
少期から最期の詩「病床日誌」まで、たくさんの作品群を知ることができ
ます。ぜひ足を運んでみてください。

洪作少年はここから旅立った

長泉町井上靖文学館

クチコミ

その2

ショコラティエ オウルージュ

■TEL.055-950-9898 ■11:00～ ■火曜定休

ショコラティエのオーナーが丹誠込めて作る
ショコラは、味や形は勿論、パッケージやカカオ
豆まで、こだわり抜いた芸術ショコラです。

まるで宝石のよう！ 絶品ショコラの専門店♪私のオスス
メ店

宝石箱に納められた

こだわりショコラ！！

ふるさと伊豆天城からシルクロー
ドへの旅。井上靖の「作品山脈」
に分け入ってみよう。
■10:00～17:00（入館16:30まで）
■休館／毎週水曜日（祝日の場
合は営業、翌平日休）・年末年始
■入館料／大人・大学200円
高校以下・町内在住・在勤者無料
■TEL.055-986-1771井上靖77歳　撮影・宮寺昭男井上靖文学館
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歴史散策の途中で腹ごしらえ♪私のオスス
メ店

STORY’S（ストーリーズ）

■TEL.055-987-2777 ■8:00～22:00 ■無休（元日のみ定休）

人気No.1の100％ビーフハンバーグ、茹であげ
麺の本格パスタの他、味と素材と手間にこだわっ
たメニューが満載！

自家製
焼きたてパン！！

三島は近年ひらけたる
豆相（ずそう）線路のわかれみち
駅には此地（このち）の名をえたる
官幣大社
（かんぺいたいしゃ）の
宮居（みやい）あり

鉄道唱歌（第1集 東海道篇 16番） 豆相鉄道の廃線区間
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（現・伊豆箱根鉄道）旧線
（三島（現下土狩）～三島広小路駅先）

修
善
寺
→

東
京
→

井上靖作品「しろばんば」に登場する下土狩駅

　下の図に添って、豆相鉄道の廃線区間を散策すると、水路
に駿豆線の橋台が残っています。明治31年頃に作られたの
で、なんと100年以上前の物です。機会があればぜひ、昔の
豆相鉄道に思いを馳せて、廃線跡を歴史散策してください。

豆相鉄道の廃線跡を発見クチコミ

その3

世紀を越え今なお残る、豆相鉄道の跡
　明治31年、旧三島駅（現下土狩駅）～旧南条（現伊豆長岡）を結ぶ豆相鉄
道の営業を開始しました。これが現在の伊豆箱根鉄道駿豆線です。

旧三島駅  昭和3年（現下土狩駅）

（下土狩駅～三島広小路駅先）

※鉄道唱歌…明治時代の流行曲。
　第1集東海道篇第1番の出だし「汽笛一声新橋を、
　はや我が汽車は離れたり」は有名。
※豆相…現伊豆箱根鉄道の前身で、ここで歌われる三島
　とは、現在の下土狩駅のこと。

長泉町ふるさとカルタより豆相鉄道の廃線跡


